
 

 

 

 

令和４年度「児童生徒自身によるネット利用 

ルールづくり活動」事例紹介校実践報告書 

 

１ 学校の概要 

（１）学校名   所沢市立東中学校 

（１）学級数   １６学級 

（２）児童生徒数 ５００人 

（３）教職員数  ３０人 

 

２ 「児童生徒自身によるネット利用ルールづくり活動」に関する取組について 

（１）取組内容 

 ・端末使用上のルール（東中タブレット宣言）の全校周知 

 ・学級討議、生徒総会でのルールの見直し・検討 

 ・「SNS・タブレットの取り扱いについて」（授業） 

 ・全校に設置された投書箱での意見の募集、それに基づいたルールの見直し・検討 

 ・端末使用上のルールの達成度調査 

 ・学級会におけるルールの見直し・検討及びマイネットルール作成 

 

（２）全校への周知の方法 

 ・新入生歓迎会や生徒総会などで生徒会本部から全校生徒へ周知 

 ・各教室に「東中タブレット宣言」を掲示 

 

 

 

 

 

 

３ 広報活動について 

 ○活動内容及び実施期間 

  ８月 ５日 市内生徒会交流において本校における取組実践やルールの発表 

 

 

 

 

 

 

 

 １２月１３日 安全安心な学校と地域づくり推進支部会議にて事例報告 

  ２月 ７日 生徒自身によるネット利用ルール作りについての授業公開 ※１ 

  ２月１６日 生徒指導主任研修会にて事例報告 ※２ 

 



 

 

４ 活動の成果と課題 

（１）成果 

本年度は、昨年度作られた「東中タブレット宣言」をさらに全校生徒に周知し、より生徒自身が

自分たちのための利用ルールとして実感できるよう、生徒会本部からの呼びかけや学級会の場を設

けるなど様々な働きかけをしてきた。学校生活の中で「東中タブレット宣言」をどのくらい守れて

いるか、意識できているかについて３学年を対象にアンケート調査実施したところ、９割以上の生

徒が「守れている」、「ほぼ守れている」と回答した。このアンケート結果をもとにして、よりよ

いネット利用のためのマイルールづくりに関する学級会を開き、これからの超情報社会においてど

のようにネットやタブレット端末等の利用と向き合えばよいか、どの生徒も真剣にルールの見直し

を行った。本年度の取組を通して、少しずつではあるがタブレットの利用目的を多くの生徒が正し

く理解し、ルールを守って安全に正しく使用する実践的態度の育成ができていることを実感するこ

とができた。 

  

（２）課題 

今回の取組を受け、新たな時代を担う人材として将来活躍する生徒が、これからのネット利用と

望ましい生活のため自らルール制定に関わることで、自律する力や自分で正しい情報を選び取る力

を身に付けるきっかけにつながった。しかし、アンケート調査において「ネットのゲームでつなが

った人がいる」や「ネットの情報をうのみにしてしまうことがある」、「パスワードを友達に知ら

れてしまうことがあった」、「学習に関係ないサイトに接続してしまった」などと回答している生

徒もおり、今後ネット利用のルールを守る意識をさらに高め、それらを踏まえて「東中タブレット

宣言」の積極的な見直し・検討を生徒に促していくことが次年度以降の課題である。 

また、利用目的や情報モラル等を正しく学んで理解し効果的な活用ができるような実践的態度を

養うため、今後も引き続き教師、生徒ともに幅広い知識を増やしていくことが必要不可欠である。

社会情勢などに応じて適切な利用方法にも変化がみられることも予想されるので、柔軟にルールの

見直しなどの対応ができるよう努力していくことも今後の課題とする。 
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